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内容：
1)ポリN-イソプロピルアクリルアミド（PNIPAM)は温度によって
その性質を変化させる高分子材料です。一方、ポリビニルアル
コール(PVA)は多くの水酸基を有することから、合成高分子にし
てはめずらしく水溶性を示します。そこで本研究室では、この両
者の性質を併せ持った新しい高分子材料（PVA-graft-PNIPAM)
を合成し、それ
らの基礎的な性質の評価と、さらにはそれらの応用研究を行っ
ています。（図上）

2)また、近年反応性の高い酸素種である活性酸素が様々な疾
病の原因となることが明らかにされてきており、それゆえそれら
活性酸素種の化学的挙動が生物学的に重要視されるように
なってきました。しかし、代表的な活性酸素種は高い反応性の
ためそれらの直接測定は困難です。そのため、スピントラップ法
が用いられています。そこで本研究室では、それら活性酸素種
を検出する新しい有効な検出剤（スピントラップ剤）の開発も
行っています。（図下）
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1)熱応答性を有する新しい材料の開発
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2)新しいラジカル検出材料の開発


